
（１）「協働のためのルールブック（案）」のレイアウトについて 

委員からの意見 事務局の回答 

・P２ 輪が重なる部分について黄色がかなり濃くなっているので緑と黄色の中間色になるとよい。 ・イメージ図全体の色を薄くして中間色に近くなるようにしたい。 

・P６ 基本原則の下の文章で『す。』『う。』がひと文字だけ改行の頭に来ているのが気になった。 ・全体のレイアウトを統一しているため、現在の形にした。 

・P５ 基本理念（第３条）の注釈を載せないとのことでしたが、わざわざ調べたりしないと思うので後ろの

ページに載せるか『どこかに載っています』と誘導すると、この言葉を入れた意味が出てくる。 

・第７回委員会にて、重複する部分は簡素化することで決定。 

・市公式ウェブサイトの「市民協働」のページに「パートナーシップ条例」と「ガイド

ブック」を掲載しています。「ルールブック」を同ページに掲載することで「パートナー

シップ条例」も参照。 

・資料だけではなく、一緒に動画などの音声があると年配の方にも優しいのではないか。 ・第５期については、書面での「協働のためのルールブック」の作成がテーマでありま

したので、動画などについては、今後改訂の時期などで検討。 

・P７ 協働の進め方の一番初めに「相談窓口」で、その後「ステップ」に入る。協働をあまりしていない団

体にとって、いきなり「意見交換」は難しい。協働できるのかどうか、できるならどこの部署なのか相談が一

番初めの一歩だと思うので、協働のステップの上に『相談窓口』を載せてほしい。よって、協働の形態の各項

目の最後にある『相談先』は、全部市民活動センターになっているので『申請先』のみでよい。 

・第７回委員会にて、あま市市民活動センターを相談先として、Ｐ７の下部に表記する

との意見があり決定されましたが、レイアウトの修正の範ちゅうであると判断し、委員

長と協議の結果、「あま市市民活動センター・・」の前に、「まずは、」を追加し、「※協

働を進めるにあたっては、・・」の上に移動。 

・第７回委員会にて、「3.協働の形態」に、相談先を表記することが決定。 

・他市のルールブックを見るとまちづくり委員の名簿の前に策定の経緯や方針が載っているのですが、あま市

は載せないのか。 

・Ｐ１「はじめに」の中で、経緯や方針を掲載している。 

・先回の委員会にて各部、課間での調整が非常に難しいというお話を伺いました。事前に各部署での調整をし

っかり実施願います。 

・引き続き、各課と調整を行い、協働を推進。 

・チェックシートを別のプリントで添えると良い。ブックに書き込んでしまうと、2回目以降が書き込みづら

くなる。 

・ルールブックとは別に、チェックリストのみの書類を作成したい。 
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